
「
農
業
委
員
会
と
し
て
、
地
域
の
農

業
・
農
村
の
た
め
に
何
か
貢
献
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
」
鳴
門
市
農
業

委
員
会
の
合
い
言
葉
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
た
。

徳
島
県
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
鳴
門

市
に
お
い
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
は
深
刻
で
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
周
辺
農
地
へ

の
悪
影
響
は
言
う
に
及
ば
ず
、
地
域

の
活
力
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
よ
う

な
厳
し
い
状
況
が
散
見
さ
れ
る
。

鳴
門
市
農
業
委
員
会
と
し
て
も
耕
作

放
棄
地
対
策
を
最
重
点
課
題
と
し
て

捉
え
、
地
域
の
農
業
委
員
を
中
心
に
、

そ
の
解
消
対
策
に
躍
起
に
な
っ
て
い

た
。
中
で
も
、
大
津
町
矢
倉
の
耕
作

放
棄
地
（
約
７
０
ア
ー
ル
）
は
、
２

０
年
以
上
に
も
亘
り
耕
作
が
放
棄
さ

れ
た
状
態
が
続
い
た
こ
と
で
、
茅
が

生
え
茂
り
、
一
抱
え
も
あ
る
灌
木
が

生
え
る
な
ど
、
周
辺
の
か
ん
し
ょ
の

生
産
な
ど
に
大
き
な
支
障
と
な
り
、

地
域
に
お
い
て
長
年
の
懸
案
と
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
念
発
起
、
会

長
が
解
消
に
向
け
た
草
刈
り
奉
仕
活

動
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に

１
７
名
の
農
業
委
員
が
集
ま
り
、
丸

１
日
か
け
て
草
刈
り
、
木
の
伐
採
作

業
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
度
の
活
動
で
、
協
同
で
作
業
す

る
こ
と
の
大
切
さ
、
作
業
中
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
改
め
て

各
委
員
が
実
感
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
今
後
も
農
業
委
員
主
導
の
強
い

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

意
識
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

草
刈
り
後
の
ほ
場
の
借
り
手
の
確
保

に
も
繋
が
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
効

果
が
期
待
で
き
る
。

時
あ
た
か
も
「
経
済
財
政
改
革
の

基
本
方
針
２
０
０
７
」
に
お
い
て
、

「
５
年
程
度
を
目
途
に
、
農
業
上
重

要
な
地
域
を
中
心
に
耕
作
放
棄
地
ゼ

ロ
を
目
指
す
」
と
の
方
向
が
打
ち
出

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
具
体
的
な
作
業

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
市
町
村
・
農
業
委
員

会
は
市
町
村
内
の
す
べ
て
の
耕
作
放

棄
地
を
対
象
に
一
筆
調
査
を
実
施
し
、

農
業
的
利
用
が
で
き
る
土
地
、
農
業

的
利
用
が
出
来
な
い
土
地
に
振
り
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
支
援
を
し

な
が
ら
、
目
標
の
達
成
を
目
指
す
。

鳴
門
市
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

は
、
こ
う
い
っ
た
国
の
動
き
に
相
呼

応
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
今
後

の
耕
作
放
棄
地
解
消
の
実
現
の
可
能

性
を
示
唆
し
て
く
れ
た
と
い
う
意
味

で
、
非
常
に
意
義
深
い
。
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全国農業新聞
を購読しよう

去
る
２
月
９
日
、
若
林
農
林
水
産

大
臣
が
来
県
さ
れ
、
県
内
の
農
業
団

体
、
地
方
自
治
体
な
ど
か
ら
現
状
報

告
・
要
請
を
行
う
機
会
が
得
ら
れ
た
。

要
請
は
ア
ス
テ
ィ
ー
と
く
し
ま
の

会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
か
ら
は
農
業
会
議
の

常
任
会
議
員
を
は
じ
め
各
地
域
の
農

業
委
員
約
４
０
名
が
出
席
し
、
代
表

し
て
四
宮
肇
会
長
が
直
接
要
請
書
を

大
臣
に
手
渡
し
、
要
請
し
た
。

要
請
の
内
容
は
、
あ
ら
か
じ
め
大

臣
の
手
元
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、
生
産
現
場
の
声
と
し
て

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
要
請
書

（
農
政
改
革
の
着
実
な
実
施
推
進
等

に
関
す
る
）
の
骨
格
は
次
の
と
お
り
。

地
域
農
業
・
農
村
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
た
め
、
①
農
政
改
革
の
目

指
す
「
経
営
の
規
模
拡
大
」
「
体
質

強
化
」
に
向
け
、
地
域
に
お
け
る
農

業
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
の
展
開

を
図
る
こ
と
。
②
農
地
政
策
の
見
直

し
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
・

農
村
の
実
態
に
即
し
た
現
実
的
か
つ

慎
重
な
検
討
を
行
う
こ
と
。
③
原
油

価
格
や
飼
料
価
格
の
高
騰
が
農
業
経

営
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
所
要
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
。
④
地
域
農
業
の
振
興
や
農
政
の

普
及
浸
透
に
果
た
す
農
業
委
員
会
の

役
割
と
機
能
を
十
分
果
た
せ
る
よ
う
、

万
全
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
こ
と
。

耕作放棄地解消にひと役：鳴門市農業委員による耕作放棄地解消の取り組み



新･

運
動
の
期
間
は
平
成
２
０
年

度
か
ら
２
２
年
度
の
３
カ
年
間
で
す
。

①
「
何
時
、
何
に
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
」
と
い
っ
た
目
標
を
立
て

て
具
体
的
に
行
動
し
よ
う
。

②
活
動
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
点

検･

確
認
し
て
次
の
取
り
組
み
に
つ

な
げ
よ
う
。

①
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
や
無
断
転

用
・
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ど

に
監
視
の
目
を
光
ら
せ
よ
う
。

②
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
へ
の
農

地
の
面
的
集
積
等
に
向
け
た
地
域
の

合
意
形
成
、
農
地
の
調
整
、
あ
っ
せ

ん
に
努
め
よ
う
。

③
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
と
再

認
定
（
経
営
改
善
計
画
作
成
へ
の
協

力
）
を
進
め
よ
う
。

④
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
・
全
国

農
業
新
聞
等
の
普
及
推
進
等
に
取
り

組
も
う
。

⑤
移
動
農
業
委
員
会
や
集
落
座
談
会

等
の
開
催
、
戸
別
訪
問
な
ど
、
積
極

的
に
地
域
に
足
を
運
ぶ
取
り
組
み
を

徹
底
し
よ
う
。

⑥
地
域
の
農
業
者
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
意
見
の
公
表
・
建
議

活
動
等
を
実
践
し
よ
う
。

①
相
談
活
動
等
に
つ
い
て
「
農
業
委

員
活
動
記
録
ノ
ー
ト
」
に
記
入
し
、

毎
月
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
提
出

し
よ
う
。

②
「
農
業
委
員
活
動
記
録
ノ
ー
ト
」

に
基
づ
い
て
、
毎
月
の
総
会
等
で
状

況
報
告
を
行
い
問
題
や
課
題
を
明
確

に
し
よ
う
。
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農
業
委
員
会
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

全
国
農
業
会
議
所
（
太
田
豊
秋
会
長
）
は
、
２
月
１
３
日
の
都
道
府

県
農
業
会
議
会
長
会
議
に
お
い
て
「
新･

農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す

運
動
」
と
「
第
３
次
農
委
組
織
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
第
２
０
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
も
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
の

農
業
委
員
の
意
思
を
統
一
し
，
農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
持
っ
て
，
行
動
す
る
農
業
委
員
会
と
し
て
の
実
践
活
動
を
よ
り
一
層

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
新･
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
に
取
り
組
も
う

農地は、国民に食料を供給するための基礎的な生

産要素であるとともに、農業者にとっては極めて重

要な経営基盤だ。しかし近年、農業者の減少、高齢

化の進行により耕作放棄地が著しく増加している。

国際的に食料事情が不安定化する一方、今後とも

農地面積の減少が見込まれるなかで、国民食料の安

定供給を図るためには、優良農地を確保するととも

に、耕作放棄地の解消を図ることが課題となってい

る。そのためには、耕作放棄地の現状を的確に把握

した上で、それぞれの状況に応じたきめ細かな対策

を実施していくことが重要となっている。

そこで、昨年度は全農業委員会において耕作放棄

地実態調査を行い、耕作放棄地の位置の概要を把握

したところである。しかしながら、耕作放棄地の現

状は地域により様々であり、その解消を図るために

は、昨年度の調査結果を踏まえ、それぞれの状況を

詳細に把握する必要があることから、平成２０年度

は、全市町村及び農業委員会において、国・県の協

力のもとで、すべての耕作放棄地を対象に一筆ごと

の現地調査を行う「耕作放棄地全体調査」を実施す

ることになった。調査の手順は以下のとおり。

１ 調査の時期、方法
調査に当たっては、土地改良区役職員・総代、Ｊ

Ａ職員、損害評価委員の協力の下、５月から調査方

法等の打合せを行い、８月～９月にかけて行う農地

パトロール活動で、一筆ごとの現地調査を行う。

２ 「農地」に該当するか否かの判断
農業委員会は、上記調査の結果、原野化している

等により、「農地に復元して利用することが不可能

である」と区分された土地について、「農地・非農

地基準」に基づいて、農地に該当か非該当かの判断

を行うことになる。

具体的には農業委員等による現況確認を実施した

うえで、農業委員会の総会（又は農地部会）の議決

により判断する。

農業委員会は、農地・非農地の判断をした結果を

市町村及び対象地の所有者に通知するが、このうち、

農地に該当しないと判断したものについては、市町

村に対し「非農地通知一覧表」及び「非農地通知書」

の写しを提出、対象地の所有者には「非農地通知書」

を送付するとともに、県・法務局等の関係機関に対

し「非農地通知一覧」を送付する。

３ 集計報告と耕作放棄地解消計画における解消
分類

農地・非農地について１１月末までに集計結果を

県に報告するとともに、「農地」については、「耕

作放棄地支援ガイドライン」に基づき市町村が作成

する耕作放棄地解消計画における解消分類（Ａ：営

農再開、Ｂ：基盤整備後営農再開、Ｃ：保全管理）

を整理・集計し、翌年の１月１５日までに県へ報告

する。

４ 耕作放棄地解消の着実な実行
市町村では、耕作放棄地の解消状況を踏まえて、

解消計画の見直しを実施するとともに、解消計画に

基づく解消対策等を着実に実行する。

耕作放棄地全体調査の円滑な実施について

◇
活
動
計
画
を
立
て
よ
う

◇
農
業
委
員
の
地
区
担
当
制

に
よ
る
活
動

◇
活
動
を
記
録
し
よ
う



県
内
で
被
害
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
き
た
の
は
平
成
１
０
年
頃
か
ら
で

す
が
、
こ
こ
数
年
は
、
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
生
息
数
が
急
増
し
て
お
り
、

被
害
防
止
の
た
め
の
電
気
柵
や
防
護

ネ
ッ
ト
を
各
地
で
目
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

電
気
柵
が
最
も
多
く
設
置
さ
れ
て

い
て
、
集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
被
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
地
は
、

牟
岐
町
の
辺
川
集
落
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

辺
川
集
落
で
は
、
３
３
戸
の
農
家

が
約
３
０
㌶
の
水
田
で
、
水
稲
を
中

心
に
オ
ク
ラ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
細

ネ
ギ
な
ど
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、

両
側
を
山
に
囲
ま
れ
た
細
長
い
地
形

の
た
め
獣
害
を
受
け
や
す
く
、
集
落

の
山
に
は
、
昔
築
か
れ
た
シ
シ
垣
が

今
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
平
成
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
集
落

の
中
心
の
広
い
水
田
ま
で
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
の
被
害
が
及
び
、
サ
ル
が
頻

繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。獣

害
が
、
山
沿
い
だ
け
で
な
く
中

心
部
の
水
田
に
拡
大
し
て
き
た
た
め
、

各
自
で
網
や
柵
を
設
置
し
て
い
っ
た

の
が
平
成
元
年
。

平
成
１
１
年
に
は
、
集
落
内
で
電

気
柵
の
要
望
が
高
ま
り
、
翌
１
２
年

か
ら
県
単
独
農
業
振
興
事
業
を
活
用

し
た
電
気
柵
の
導
入
が
す
す
み
、
連

担
し
た
水
田
を
多
段
（
最
高
７
段
）

の
電
気
柵
で
囲
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。次

第
に
対
策
を
充
実
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
す
が
、
平
成
１
３
年
か
ら
サ

ル
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
１
５
年
に
サ
ル
対
策
の

た
め
の
「
猿
落
君
」
の
展
示
圃
を
設

け
、
こ
れ
を
改
善
工
夫
す
る
一
方
、

放
任
果
樹
の
点
検
を
行
っ
た
り
、
冬

場
の
水
田
に
ユ
ズ
の
絞
り
か
す
を
投

棄
し
た
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
や
、
稲

の
２
番
穂
を
実
ら
せ
な
い
よ
う
早
め

に
耕
耘
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
る

な
ど
、
集
落
を
鳥
獣
の
エ
サ
場
に
し

な
い
集
落
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
１
６
年
に
は
、
辺
川
獣
害
対

策
協
議
会
を
設
立
し
、
菜
園
に
「
猿

落
君
」
を
設
置
し
た
り
、
捕
獲
檻
を

協
働
し
て
作
り
集
落
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

平
成
１
７
年
に
は
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
、
被
害

防
止
柵
を
補
修
す
る
と
と
も
に
、
設

置
法
を
改
善
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
サ
ル
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
被

害
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
は
電
気
柵
の
設
置
に
伴
い
、

ほ
ぼ
被
害
を
受
け
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
１
８
年
に
は
、
こ
れ

か
ら
先
も
集
落
機
能
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
方
策
と
し
て
、
集
落
営
農

の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
た
、
「
辺
川

の
農
業
を
考
え
る
会
（
大
谷
達
也
会

長
、
２
９
名
）
」
を
発
足
さ
せ
て
い

ま
す
。

国
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業

被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
施
策
を
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
昨
年
１
２
月
に
「
鳥
獣
に
よ
る

農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止

の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
）
」
を
議

員
立
法
で
成
立
さ
せ
、
本
年
２
月
に

施
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
特
措
法
に
基
づ
き
、
２
８
億

円
の
予
算
で
鳥
獣
被
害
対
策
を
す
す

め
る
「
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事
業
」

が
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
被

害
現
場
に
最
も
近
い
市
町
村
が
主
体

的
に
被
害
対
策
に
取
り
組
め
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
県
単
事
業
で
も
「
犬

に
よ
る
サ
ル
の
追
い
払
い
」
や
「
緩

衝
地
帯
の
設
置
」
、
「
防
護
柵
、
捕

獲
檻
の
展
示
圃
」
な
ど
に
利
用
で
き

る
「
鳥
獣
被
害
防
止
体
制
整
備
モ
デ

ル
事
業
」
や
、
侵
入
防
止
柵
、
捕
獲

檻
等
を
３
戸
以
上
が
共
同
で
設
置
す

る
際
、
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
「
鳥

獣
被
害
対
策
推
進
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

辺
川
集
落
は
、

初
め
て
訪
れ
る

人
に
「
柵
の
中

に
人
間
が
居
る

よ
う
な
錯
覚
」

を
覚
え
さ
せ
る

ほ
ど
、
電
気
柵

が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

牟
岐
町
は
、

捕
獲
し
た
鳥
獣

に
奨
励
金
を
出

す
よ
り
も
、
電

気
柵
に
よ
る
被

害
防
止
に
力
を

入
れ
て
お
り
、

サ
ル
が
現
れ
る

と
町
へ
の
通
報

に
よ
り
猟
友
会

が
出
動
す
る
「
お
さ
る
１
１
０
番
」

の
シ
ス
テ
ム
や
、
各
農
業
集
落
に
捕

獲
檻
を
お
く
「
捕
獲
大
作
戦
」
が
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
辺
川
集
落

の
活
動
が
先
駆
け
と
な
っ
て
町
全
体

に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
が
深
刻
で
、
対
策
の
進

め
方
に
悩
ん
で
い
る
地
域
や
集
落
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
鳥
獣
被

害
に
遭
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
そ

の
対
策
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
る
辺
川
集
落
に
学
び
、
被
害
対

策
を
効
果
的
に
進
め
て
い
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
：
徳
島
県
農
山
村
保
全
対
策

室
技
術
室
長
補
佐

野
辺
倫
生
氏
）
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鳥
獣
害
対
策
の
現
場
か
ら

牟
岐
町
辺
川
集
落
の
獣
害
対
策
に
学
ぶ

集落内を赤色で示した電気柵が連担して囲う

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
、
全
国
で
凡
そ
２
百
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
数
年
横
這
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
徳
島
県
内
の

被
害
額
は
約
８
千
３
百
万
円
で
あ
り
、
サ
ル
の
被
害
が
最
も
多
く
、
続
い

て
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
シ
カ
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
は
県
下
の
ほ
ぼ
全
域
に
渡
っ
て
お
り
、
収
穫
間
際
に
被
害
を

受
け
る
こ
と
か
ら
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
、
営
農
意
欲
の
減
退
や
遊

休
地
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。



遊
休
農
地
の
解
消
対
策
が
大
き
な

農
政
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
つ
る

ぎ
町
で
は
遊
休
農
地
を
野
菜
畑
に
再

生
し
、
そ
こ
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
を

地
元
の
直
売
所
や
学
校
給
食
に
提
供

し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
の
発
端
は
合
併
後

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

決
め
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
第
一

次
つ
る
ぎ
町
総
合
振
興
計
画
」
の

「
農
業
の
振
興
」
の
主
要
施
策
の
中

の
「
流
通
体
制
の
充
実
」
で
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
１
７
年
９
月

１
３
日
に
は
「
つ
る
ぎ
町
地
産
地
消

推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
町
内
の
学
校
給
食

な
ら
び
に
町
立
の
施
設
の
食
事
に
、

町
内
で
栽
培
さ
れ
た
安
全
・
安
心
な

農
産
物
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
町
で
は
こ
の

地
産
地
消
の
運
動
に
あ
わ
せ
て
遊
休

農
地
の
解
消
に
も
活
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
当
該
協
議
会
が
設
立
さ
れ

る
前
か
ら
、
各
地
域
の
農
業
者
に
対

し
て
、
「
遊
休
農
地
を
解
消
し
、
野

菜
等
を
作
付
け
し
た
場
合
に
は
、
優

先
的
に
学
校
給
食
や
町
の
施
設
で
使

用
す
る
」
旨
の
説
明
を
行
っ
た
結
果
、

町
内
３
地
区
の
農
業
者
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
い

と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
平
成
１
７

年
の
秋
に
各
々
の
地
区
で
荒
廃
し
て

い
る
遊
休
農
地
を
野
菜
畑
に
復
旧
す

る
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

つ
る
ぎ
町
の
遊
休
農
地
の
多
く
は

山
間
部
に
あ
り
、
昔
か
ら
ユ
ズ
等
の

果
樹
の
有
機
肥
料
と
し
て
稲
わ
ら
の

代
わ
り
に
活
用
さ
れ
て
い
た
た
か
や

畑
が
遊
休
化
し
、
木
の
よ
う
に
深
く

根
を
張
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

申
し
出
が
あ
っ
た
３
地
区
の
う
ち
、

旧
貞
光
町
の
吉
良
地
区
で
は
、
忌
部

野
菜
生
産
組
合
（
代
表:

月
岡
信
夫

氏
）
を
組
織
し
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
資
格
を
持
っ
た
農
業
委
員
が
中
心

と
な
り
、
か
や
一
面
で
あ
っ
た
遊
休

農
地
を
ユ
ン
ボ
で
根
起
こ
し
す
る
こ

と
か
ら
復
旧
作
業
を
始
め
、
ト
ラ
ク

タ
ー
等
で
耕
耘
し
、
白
菜
畑
と
し
て

甦
え
ら
せ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
白
菜
、
大
根
、
豆
類

を
年
間
を
通
し
て
栽
培
し
て
お
り
、

町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
に
併

設
さ
れ
て
い
る
直
売
所
に
定
期
的
に

青
果
と
し
て
出
荷
す
る
と
と
も
に
、

豆
類
の
大
豆
に
つ
い
て
は
地
元
の
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
味
噌
造
り
の
原

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１
８
年
度
に
は
生
産

組
合
の
組
合
員
と
組
合
員
が
生
産
し

た
野
菜
を
給
食
で
食
べ
て
い
る
子
供

た
ち
と
の
間
で
、
交
流
給
食
も
実
施

さ
れ
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
町

内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
２
地
区
（
皆
瀬
地
区
・

日
浦
地
区
）
に
お
い
て
も
、
吉
良
地

区
と
同
様
に
、
地
域
の
農
業
者
に
よ

り
、
遊
休
農
地
が
野
菜
畑
に
復
旧
さ

れ
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
が

作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
つ
る
ぎ
町
で
は
遊

休
農
地
の
解
消
対
策
と
地
産
地
消
の

取
り
組
み
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
町

内
の
約
５
０
ア
ー
ル
の
遊
休
農
地
が

野
菜
畑
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
制
度
の
よ
り
一
層
の

普
及
・
定
着
を
図
る
た
め
、
平
成
１

９
年
度
か
ら
「
加
入
者
１
０
万
人
早

期
達
成
３
カ
年
計
画
」
に
基
づ
き
、

県
内
に
お
い
て
も
加
入
推
進
特
別
対

策
が
実
施
さ
れ
、
徳
島
県
に
お
い
て

も
過
去
に
例
を
見
な
い
新
規
加
入
実

績
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
農
業
者
年
金
の
県
段
階

の
推
進
機
関
で
あ
る
本
会
議
と
Ｊ
Ａ

徳
島
中
央
会
で
は
、
顕
著
な
加
入
推

進
活
動
を
展
開
し
て
い
る
農
業
委
員

会
・
Ｊ
Ａ
の
功
績
に
応
え
る
た
め
、

「
徳
島
県
農
業
者
年
金
優
良
加
入
推

進
活
動
顕
彰
規
程
」
を
平
成
１
９
年

１
２
月
１
８
日
に
制
定
し
、
本
年
２

月
２
９
日
に
農
業
者
年
金
基
金
の
理

事
長
室
に
お
い
て
平
成
１
９
年
度
の

受
賞
団
体
で
あ
る
阿
南
市
農
業
委
員

会
と
板
野
郡
農
業
協
同
組
合
の
二
団

体
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
理
由
は
、
阿
南
市
農
業
委
員

会
が
、
加
入
推
進
活
動
に
お
け
る
農

業
委
員
会
と
Ｊ
Ａ
と
の
役
割
分
担
の

明
確
化
と
綿
密
な
連
携
体
制
が
他
の

受
託
機
関
の
模
範
と
な
る
も
の
と
し

て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
板
野
郡
農
業
協
同
組
合
は

１
３
支
所
ご
と
に
独
自
の
目
標
を
掲

げ
、
支
所
長
な
ら
び
に
職
員
全
員
が

一
体
と
な
っ
て
加
入
推
進
活
動
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
１
９
年
度
１

年
間
で
５
０
名
を
超
え
る
新
規
加
入

者
が
確
保
さ
れ
、
徳
島
県
の
新
規
加

入
者
目
標
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
県
段
階
の
受
託
機
関
と
し

て
は
、
こ
の
新
規
加
入
の
流
れ
を
平

成
２
０
年
度
も
維
持
し
、
農
業
者
年

金
制
度
が
徳
島
県
内
の
よ
り
多
く
の

農
業
者
に
支
持
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
制

度
と
し
て
農
村
現
場
に
定
着
す
る
よ

う
市
町
村
段
階
の
積
極
的
な
加
入
推

進
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
の
功
績
に
応
え
る
た
め
、
本

年
度
も
顕
彰
制
度
を
続
け
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

右
写
真
は
、
基
金
中
川
理
事
長
か

ら
表
彰
状
を
受
け
る
阿
南
市
農
業

委
員
会
の
田
上
会
長
職
務
代
行
者
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遊
休
農
地
解
消
で
地
産
地
消

取
れ
た
て
の
野
菜
は
、
学
校
給
食
や
直
売
所
へ

農
業
者
年
金
優
良
加

入
推
進
活
動
を
顕
彰

全
国
農
業
新
聞
の
購

読
を
進
め
よ
う



１９年度

17

2

実施した

実施しなかった

１７年度

11

6
実施した

実施しなかった

農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運

動
は
平
成
１
７
年
～
１
９
年
の
３
カ

年
間
を
運
動
期
間
と
し
て
お
り
、
平

成
１
９
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
っ
た
。

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、
全
国
の

農
業
委
員
会
が
実
施
し
て
き
た
３
カ

年
の
取
り
組
み
の
点
検
と
成
果
の
検

証
・
確
認
を
行
い
、
次
期
の
運
動
の

策
定
・
推
進
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

各
県
農
業
会
議
通
じ
て
す
べ
て
の
農

業
委
員
会
を
対
象
と
し
た
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
だ
。

本
県
に
お
い
て
も
全
農
業
委
員
会

で
実
施
し
た
が
、
回
答
が
あ
っ
た
の

は
２
１
農
業
委
員
会
に
と
ど
ま
っ
た
。

本
県
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み
の

特
徴
と
し
て
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
委
員
会
数
が
、
平
成
１
７
年

度
の
１
１
委
員
会
か
ら
平
成
１
９
年

度
に
は
１
７
委
員
会
ま
で
増
え
て
き

て
お
り
、
農
業
委
員
に
よ
る
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
が
着
実
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に

遊
休
農
地
（
要
活
用
農
地
）
の
所
有

者
に
対
す
る
農
業
委
員
会
の
指
導
件

数
も
増
加
し
て
お
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
と
遊
休
農
地
発
生
防
止
対
策
と
が

一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
遊
休
農
地
発
生
防
止

対
策
等
に
つ
い
て
は
、
顕
著
な
活
動

結
果
が
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
利
用
集
積
や
認
定
農
業
者
等
担
い

手
の
確
保
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

等
は
、
ま
だ
ま
だ
低
調
な
と
こ
ろ
が

多
く
あ
る
た
め
、
２
０
年
度
か
ら
の

新
た
な
運
動
の
展
開
に
期
待
が
か
か
っ

て
い
る
。

日
本
人
祖
先
の
弥
生
人
は
、
飢
餓

に
強
い
シ
ベ
リ
ヤ
南
部
か
ら
由
来
し

て
お
り
、
肥
満
し
や
す
い
遺
伝
子
を

多
く
の
日
本
人
は
受
け

継
い
で
い
る
。
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
関
心
は
話
題
に
な

る
が
、
成
功
し
た
話
は

あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
よ
る
と
、
今
の
日
本

人
の
食
生
活
で
は
、
お

菓
子
や
ケ
ー
キ
な
ど
の

甘
い
物
の
間
食
を
絶
ち
、

３
食
を
十
分
取
る
と
減

量
の
効
果
は
あ
る
の
だ

が
、
た
だ
、
摂
取
カ
ロ

リ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
満

腹
感
欠
如
の
ス
ト
レ
ス

か
ら
失
敗
す
る
の
が
通

例
で
あ
る
。
確
か
に
、

甘
い
も
の
を
絶
つ
に
は

苦
労
が
あ
る
。
ケ
ー
キ

菓
子
類
な
ど
甘
い
物
を

「
買
わ
な
い
、
置
か
な

い
、
も
ら
わ
な
い
」
の

標
語
は
印
象
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
京
都
府
立
医

大
吉
田
俊
秀
教
授
が
提
唱
し
、
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
梁
瀬
正
伸
先
生

が
自
ら
実
践
し
、
３
ヶ
月
で
２
７
㎏

の
減
量
に
成
功
し
た
事
例
を
基
に
出

版
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
キ
ャ

ベ
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。

「
キ
ャ
ベ
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
や

す
く
て
経
済
的
！
身
近
な
食
材
で
す

ぐ
に
始
め
ら
れ
る
！
お
な
か
い
っ
ぱ

い
食
べ
ら
れ
る
！
さ
ら
に
、
減
量
は

も
ち
ろ
ん
、
お
肌
す
べ
す
べ
、
便
秘

解
消
、
リ
バ
ウ
ン
ド
無
し
！
と
い
い

こ
と
ず
く
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
さ
っ
そ
く
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
。
こ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
の

最
大
の
利
点
は
、
空
腹
感
が
無
く
や

せ
ら
れ
る
こ
と
。
先
ず
一
番
大
き
な

理
由
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
よ
く
噛
ん
で
、

た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
で
満
腹
感
が

あ
り
、
そ
の
後
の
食
事
の
量
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

①
よ
く
か
ん
で
１
０
分
間
食
べ
る

脳
に
満
腹
に
な
っ
た
と
感
じ
さ
せ
る
に

は
、
時
間
を
か
け
て
よ
く
か
む
こ
と
で
あ
る
。

１
回
分
の
目
安
は
１
／
６
個
（約2

0
0

ｇ
）。

１
０
分
以
上
か
け
て
食
べ
る
と
、
満
腹
感

が
１
～
２
時
間
持
続
す
る
。

②
５
㎝
角
以
上
の
ざ
く
切
り
を
ま
と

め
て
食
べ
る

葉
そ
の
ま
ま
で
も
可
。
時
間
を
か
け
て
、

生
で
バ
リ
バ
リ
食
べ
、
咀
嚼
す
る
こ
と
で
満

腹
感
を
脳
に
体
感
さ
せ
る
。

満
腹
感

が
得
ら
れ
な
い
と
食
前
に
食
べ
る
意
味
が

な
い
。

③
ノ
ン
オ
イ
ル
の
調
味
料
を
使
う

カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
目
的
の
た
め
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
、
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
は
厳
禁
。

朝
、
昼
食
は
普
段
通
り
で
、
夕
食
前
に

キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
る
「夜
だ
け
キ
ャ
ベ
ツ
」を
試

し
て
い
る
。
夕
食
前
に
２
０
～
３
０
分
間
キ
ャ

ベ
ツ
を
食
べ
る
と
、
通
常
夕
食
量
の
半
分

程
度
で
満
腹
感
が
得
ら
れ
、
身
体
も
快

調
で
、
緩
や
か
な
が
ら
減
量
し
て
い
る
。

京
都
府
立
医
大
吉
田
教
授
は
１
日
に

８
０
ｇ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
必
ず
と
る

こ
と
を
留
意
点
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
タ
ン
パ
ク
質
が
十
分
で
な
い
と
、
筋
肉

が
落
ち
、
筋
肉
が
減
る
と
基
礎
代
謝
量

も
共
に
低
下
し
、
体
重
が
減
り
に
く
く
な

る
わ
け
で
あ
る
。
梁
瀬
先
生
も
大
幅
減
量

後
、
夜
だ
け
キ
ャ
ベ
ツ
で
３
ヶ
月
で
さ
ら
に
６

㎏
減
量
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
タ
ン
パ
ク
質
の
取

り
方
が
身
に
つ
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

引
用
文
献
：
梁
瀬
正
伸
監
修
．
キ
ャ

ベ
ツ
ダ
イ
エッ
ト
決
定
版
．
宝
島
社
．

２
０
０
７
年
。

（
元
県
果
樹
試
験
場
長

赤
井

昭
雄
）
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痩
身
美
容
、
メ
タ
ボ
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
願
望

キ
ャ
ベ
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
と

はキ
ャ
ベ
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

ル
ー
ル

筆

者

の

体

験

タ
ン
パ
ク
質
を
８
０
ｇ
と
る

農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
を
総
括農地パトロール活動の実施状況（１９年度／１７年度）



単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫資材置場 駐車場 農用施設道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

２月 26,874 0 1,509 17,565 7,508 489 495 0 0 2,046 56,486

３月 11,334 0 290 18,275 9,400 47 302 0 0 577 40,225

４月 16,381 5,904 0 7,127 7,172 1,436 401 0 4,180 2,806 45,407

合計 54,589 5,904 1,799 42,967 24,080 1,972 1,198 0 4,180 5,429 142,118

     農地法第４条・第５条転用許可の面積     

場所 対象者

１８日 徳島県農業会議第３３１回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２１日～２２日 組織･農地･調査関係事業主任者会議 有明ワシントンホテル 農業会議職員

２２日 農政主任者会議 有明ワシントンホテル 農業会議職員

２３日～２５日 農業者年金担当者会議 蚕糸会館 農業会議職員

２４日 ２０年度担い手育成関係担当者会議 岡山市 担い手協議会関係者等

　２日 耕作放棄地対策に係る担当者会（県主催） 徳島合同庁舎会議棟 市町村・農業委員会職員

　８日 農業者年金担当者会議 JA会館 農業委員会及びJA担当職員

１２日～１３日 担い手育成総合支援協議会担当者会議 浅草ビューホテル 担い手協議会関係者等

１４日 平成２０年度農業委員会会長･事務局長会議 センチュリープラザホテル農業委員会会長、事務局長等

１５日 都道府県農業会議会長会議 虎ノ門パストラル 農業会議会長

２１日 徳島県農業法人協会総会・講演会 徳島グランヴィリオホテル 法人協会会員等

２１日 経営革新のための講演会 徳島グランヴィリオホテル 担い手協議会関係者等

２２日 徳島県農業会議第３３２回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

２８日 徳島県担い手育成総合支援協議会総会 未定 担い手協議会関係者等

３０日～１日 全国農業委員会会長大会 日比谷公会堂 農業委員会等関係者

上旬～中旬 担い手育成関係ブロック会議 県内４カ所 市町村担い手協議会関係者

１４日 新農業人フェアー’０８ 池袋サンシャイン 新規就農希望者

１８日 徳島県農業会議第３３３回常任会議員会議 徳島合同庁舎会議棟 常任会議員

徳島県農業会議等の行事予定
会議等の行事予定

４月

６月

５月

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会

議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・第
５

条
の
転
用
許
可
面
積
は
右
表
（２
月
～

４
月
）の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た

<

担
い
手
に
な
ろ
う
！
第
２
版>

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
づ
く
り

を
め
ざ
す
方
に
最
適
！

認
定
農
業
者
を
め
ざ
す
方
々
や

集
落
営
農
の
組
織
化
を
め
ざ
す
方
々

に
農
政
の
現
状
、
認
定
農
業
者
制

度
や
集
落
営
農
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
担
い

手
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
関
係

者
も
含
め
て
広
く
活
用
い
た
だ
き

た
い
一
冊
で
す
。

平
成
２
０
年
４
月
２
１
日
刊
行

図
書
コ
ー
ド

20-

04

定
価

５
０
０
円

規
格

Ｂ
５
判

３
６
頁

～
目

次
～

Ⅰ

農
政
の
流
れ
と
担
い
手
の
育
成

Ⅱ

認
定
農
業
者
に
な
ろ
う
！

Ⅲ

集
落
営
農
を
つ
く
ろ
う
！

【
図
書
の
ｉ
モ
ー
ド
携
帯
サ
イ
ト
】

http://w
w
w
.nca.or.jp/tosho/i/
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

あ

と

が

き

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

全
国
農
業
図
書
紹
介

耕作放棄地全体調査の実施は、農業委員会の
業務と深く関わることから、組織運動である
「新・農地と担い手を守り活かす運動」をベー
スに、関係機関との連携を強化し、地域の農業・
農村の実態を踏まえた現実的かつ着実な推進に
よりその成果を積み上げていくことが重要だ。


